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会
を
開
催

総
会
当
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
新
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【新
任
役
員
】

理
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長
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史
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理
　
　
事
　
吉
田
昌
博

理
　
　
事
　
松
村
光

一
郎

理
　
　
事
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村
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紀

饉
興　
　
事
　
林
　
堂
思
夫

監
興　
　
事
　
入
山
喜

一
郎

な
お
、
理
事
７
名
及
び
監
事
―
名
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
こ
貢
献
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

監 理

事 事

理
事
長
の
挨
拶

理
事
長
　
尾
崎
　
順

一

本
日
、
令
和
元
年
度
定
時
総
会
に
、

何
か
と
こ
多
用
の
中
、
こ
の
よ
う
に
沢

山
の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
壮
健
の
こ
様
子
で
、
心
よ
り
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
来
賓
と
し
て
こ
出
席
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
は
、
公
務
ご
多
忙
中
に
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も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
こ
臨
席
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

平
素
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

に
、
格
段
の
こ
理
解
、
こ
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化

が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
総
務
省
統
計

局
の
人
口
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、
近
い

将
来
、
お
よ
そ
３
人
に
１
人
は
高
齢
者
と
い

う
社
会
が
、
す
ぐ
目
の
前
に
来
て
い
ま
す
。

政
府
に
お
き
ま
し
て
も
、
我
が
国
の

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
社
会
に
真
正
面
か
ら
挑
む
ベ

く

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向

け
て
の
様
々
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
長
年
に
亘
っ
て
培

っ
て
き
た

豊
富
な
経
験
や
知
識
、
技
能
を
活
か
せ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
　
高
齢

者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
、
地
域
社
会

の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
よ
り
、
今
後
と
も
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全

化
と
事
業
運
営
の
効
率
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
会
員
の
拡
充
や
新
規
の
就
労

場
所
の
開
拓
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

市
当
局
を
初
め
、
市
民
の
皆
様
方
、

各
事
業
所
　
関
係
諸
機
関
の
方
々
の
こ

理
解
と
こ
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「自
主
　
自
立
　
共
働
　
共
助
」
の
理

念
の
も
と
、
「安
全
、
か
つ
適
正
な
就
業
」

を
基
本
と
し
、
今
後
と
も
市
民
の
方
々

に
喜
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
　
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
な
お

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
ま
し

て
、
会
員
表
彰

役
員
表
彰
を
行
い
ま
す
。

本
日
表
彰
さ
れ
ま
す
会
員
の
方
々

は
、
い
ず
れ
も
長
年
に
わ
た
リ
シ
ル
バ

ー
事
業
に
積
極
的
に
就
業
さ
れ
る
な

ど
、
他
の
会
員
の
模
範
と
な
る
方
々
で

こ
ざ
い
ま
す
。
日
こ
ろ
の
、
こ
努
力
に

対
し
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
、
受

賞
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
健
康
に
は
十
分
こ
留
意

さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
事
業

発
展
の
た
め
に
、
こ
尽
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
和
歌
山
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
発
展
と
、

本
日
こ
参
集
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

こ
活
躍
、
こ
健
勝
を
心
か
ら
こ
祈
念
申

し
上
げ
、
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
６５
歳
ま
で
の
定
年

延
長
や
継
続
雇
用
制
度
の
義
務
化
等
に

よ
り
、
セ
ン
タ
ー
入
会
者
の
平
均
年
齢

が
以
前
よ
り
増
し
て
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
「自
主

自
立
上
（働

共
助
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
就
業

を
希
望
す
る
高
齢
者
に
対
し
、臨
時
的

短
期
的
ま
た
は
軽
易
な
作
業
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
促
進
と
生
き
が
い
を
増
進
し
、
高
齢

者
が
こ
れ
ま
で
に
培

っ
た
能
力
や
経
験

を
地
域
で
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社

会
の
活
性
化
の
一
端
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

和
歌
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
和
歌
山
市
及
び

（公
社
）
和
歌
山

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（以
下

「県
連
合
会
」
と
い
う
。
）
を
始

め
と
す
る
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
財
政
の
健
全
化
　
事
業
運
営
の
効

率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
「会
員
の

増
強
」
、
「就
業
機
会
の
確
保
　
拡
大
」
、

「安
全
　
適
正
就
業
の
徹
底
」
に
努
め
、

１
　
基
本
方
針

平
成
３。
年
版

「高
齢
社
会
白
書
」
に

よ
る
と
、
我
が
国
の
６５
歳
以
上
の
人
口

は
３
，
５
１
５
万
人
で
総
人
口
に
占
め

る
割
合

（高
齢
化
率
）
は
２
７
　
７
％

と
な
り
、
４
人
に
１
人
以
上
が
高
齢
者

と
い
う
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
労
働
人
口

が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
働
く
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識

や
経
験
を
活
か
せ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な

安全就業スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



(3) 和歌山市シルバー人材センター

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

協
議
事
項

地
域
社
会
の
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
を
深
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
の

一
翼
を
担
う
よ
う
事
業
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
　
令
和
元
年
度
の
事
業
目
標

会

］員

数
　
８
２
６
名

受
注
件
数
　
２
　
６
０
０
件

契
約
金
額

（受
話
事
業
）

２
１
３
，
５
９
９
千
円

（派
遣
事
業
）

２
６
　
０
０
０
千
円

就

業

玄
十
　
８。
パ
‐
セ
ン
ト

３
　
事
業
実
施
計
画

■
会
員
の
増
強

２
就
業
機
会
の
確
保
　
拡
大

３
安
全
　
適
正
就
業
の
徹
底

●
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

０
研
修
会
　
請
習
会
の
開
催
及
び
参
加

●
会
員
組
織
の
活
用
及
び
機
能
の
充
実

●
組
織
体
制
の
充
実

３。
年
度
第
４
回

（３
月
２６
曰
開
催
）

議
案
第
―
号
　
平
成
３。
年
度

第
２
回
補
正
予
算
（案
）

公
益
社
団
法
人
和
歌
山

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

職

員

の

給

与

に

関

す

る

規
程
の

一
部
改
正
に

つ
い
て

公

益

社

団

法

人

和

歌

山

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

職
員
就
業
規
程
の
一
部
改

正
に

つ
い
て

平
成
３‐
年
度
事
業
計
画
（案
）

平
成
釦
年
度
収
支
予
算

（案
）

会
員
継
続
を
促
進
す
る

制
度
の
創
設
に
つ
い
て

平
成
３。
年
度
第
２
回
総
務
委
員
会

（１
月
２５
日
開
催
）

■
会
員
獲
得
に
つ
い
て

一８
会
員
継
続
を
促
進
す
る
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

０
地
域
班
の
合
併
に
つ
い
て

平
成
３‐
年
度
第
１
回
総
務
委
員
会

（４
月
２２
日
開
催
）

（”
会
員
継
続
を
促
進
す
る
制
度
の
創
出
に
つ
い
て

２
専
門
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
∞
年
度
第
２
回
就
業
開
拓
委
員
会

（
１
月
２５
日
開
催
）

（―
）
営
業
活
動
に
つ
い
て

（２
）
未
就
業
者
へ
の
就
業
促
進
に
つ
い
て

（３
）
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

（４
）
そ
の
他

令
和
元
年
度
第
１
回
就
業
開
拓
委
員
会

（
６
月
２７
日
開
催
）

∞
年
度
第
３
回

（
３
月
２５
日
開
催
）

●
事
故
報
告
に
つ
い
て

②
事
故
者
の
事
情
聴
取

０
県
連
合
会
主
催
　
安
全
　
適
正
就

業
研
修
会
の
出
席
報
告

０
平
成
∞
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

０
平
成
３‐
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

０
公
共
施
設
会
員
就
業
墓
■
の
見
直
し
に
つ
い
て

０
今
後
の
事
故
防
止
対
策

０
そ
の
他

令
和
元
年
度
第
１
回

（６
月
２５
日
開
催
）

ｉ‐ヽ，
安
全
　
適
正
就
業
委
員
会
報
告
の
委
嘱

＾゙
委
員
長
　
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

）^
安
全
　
適
正
就
業
責
員
会
の
役
割
に
つ
い
て

‘
事
故
報
告
に
つ
い
て

Ｆ
）安
全
　
適
正
就
業
強
化
月
間
に
つ
い
て

３
今
後
の
事
故
防
止
対
策

●
そ
の
他

●
事
故
発
生
者
に
対
し
て

物
損
賠
償
事
故
で
シ
ル
バ
ー
保
険
適

用
者
か
ら
免
責
金
額
―
万
円
徴
収
し

て
い
ま
す
。

報
告
事
項

（―
）
正
会
員
の
加
入
及
び
事
業
実
績
に
つ
い
て

（２
）
職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

（３
）
新
規
会
員
の
会
章
納
入
方
法
に
つ
い
て

（４
）
会
議
等
の
日
程
に
つ
い
て

（５
）
事
務
局
の
人
事
に
つ
い
て

（６
）
公
益
社
団
法
人
和
歌
山
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
第
１
回

（５
月
，
日
開
催
）

総
会
提
出
７
議
案
を
承
認
し
た
。

4321

当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

未
就
業
会
員
相
談
会
の
実
施
計
画

普
及
啓
発
活
動

企
業
訪
問
活
動

（営
業
）
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年度
(平成)

総
件
数

うち就業中 うち就業途上

傷害 賠償 計 交通事故 自己転倒 計

27 13 ] 8 9 3 1 4

28 13 1 9

2

10 3 0 3

29 512 4 0 1 1

30 5 0 4 4 0 1

0

1

令和元 1 1 0 1 0 0

【令和元年 6月 30日現在】

前
記
該
当
者
は
、
今
後
の
事
故
防
止

対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
委
員
会
に

て
事
情
聴
取
し
て
い
ま
す
。

年度別事故発生状況 (5年間)正
会
員
と
し
て
Ю
年
以
上
に
わ
た
り

在
籍
し
毎
年
１
回
以
上
就
業
さ
れ
た
イ

名
の
方
々
に
対
し
て
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
り
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

デ
:」111」

和
歌
浦

御
手
洗
池

公
園
に
お

い
て
、
午
‐

前
は
樹
木

を
中
心
に

２６
名
、
午

館
あ

い
あ

い
セ

ン
タ

ー
に
お

い

て
、
草
刈

機
の
安
全

使
用
に
つ

い
て
の
講

あ

い
あ

い
セ

ン
タ

ー
に
お

い

て
、
山

田

直
子
氏
に

講
師
を
お

願
い
し
接

役
員
と
し
て
２
期
以
上
在
任
し
そ
の

職
を
退
か
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

理
　
事
　
　
中
田
元
成

野
口
泰
司

岡
崎
豊
之

柏
木
保
治

寺
田

勢
津
子

○
植
木
剪
定
実
技
講
習
会
（２
月
２６
日
開
催
）

習
、
午
後
の
部
で
、
実
技
講
習
を
市
民

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
し
、
午
前
の
部

は
‐９
名
、
午
後
の
部
は
２
名
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

○
接
遇
研
修

（３
月
１６
日
・
‐７
日
開
催
）

後
は
松
の
剪
定
講
習
を
２３
名
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

○
草
刈
機
講
習
会

（３
月
１３
８
開
催
）

午
前
の
部
は
、
和
歌
山
市
福
祉
交
流

遇
研
修
会
を
２
回
に
分
け
延
べ
３７
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

３
月
１８
日
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
地
域
貢
献
並
び
に
セ
ン
タ
ー
事
業

■  ,     か ォa lt 新南
司 本   秀  明 野崎

+ 口  博 義 名亨

菊 池   債  征 木本

J 本   ■  弘 木本

古 田     苦 山 口

林
一宮
慟
一槻

F・  原   美  子 ●
‐
罰

沐 野   勝  子 城北

石  谷 加人

上  国   修  t

谷   正 木本

西脇竹 中 伊 前 志

打  中  悠 紀 子 西脇

m  田      1, 加 大

中 ヽ  シ マ 了 有 功

“

一子

ユ
徊
一］一

木
一田

荒

井

木本

和歌捕

海 野   初  ■ 宮前

品 島 美 智 子 湊

大 畑  美 江 子 松 江

司

枝

勝
一宏一

島

村

日

本

濤

西 脇

彗 ll     ● 木本

写真 :会員表彰受賞者

F'||||‖

安全就業スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



(5) 和歌山市シルバー人材センター

が
、

ハ
ー

ブ
園
で
ラ

ベ
ン
グ
ー

な
ど

の
挿

し
木
体
験

教
室
を
開

催
し
、
９

の
普
及
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
和
歌

山
城
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
清
掃
、
除

草
作
業
を
会
員
‐１９
名
が
参
加
し
実
施
し

ま
し
た
。

開
会
に

は
、
尾
花

和
歌
山
市

長
が
激
励

に
来

て
く

だ
さ
り
、

閉
会
式
に

松
井

雨
議
会
議
長
が
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
に
労
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
も
社
会
奉
仕
活
動
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
る
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

幽
慧
一９
り
班
編

当
セ
ン
タ
ー
が
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
管
理
を
受
話
し
て
い
る
西
庄
ふ
れ

あ
い
の
郷

で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

◎
澪
し
木
体
験
教
室

（
３
月
２２
日
）

酉
圧
ふ
れ
あ
い
の
郷
で
就
業
す
る
会
員

名
の
方
が
参
加
さ
枚

年
前
の
部
に
は

尾
花
和
歌
山
市
長
が
こ
来
賓
と
し
て
来

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
こ

一
緒
に
花

摘
み
を
楽
し
み
、
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎

「
ハ
ー
ブ
教
室
」
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
使

っ
た
ミ
ニ
花
束

（ス
ワ
ッ
グ
）

（
６
月
２４
日
）

ハ
ー
ブ

を
利
用
し

て
、
生
花

を
使
っ
た

ミ
ニ
花
東

（
ス
ワ

ッ

グ
）
を
作

る
教
室
に
２。
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
師

「ミ
ル
　
フ
ル
ー
ル
」

長
井
摩
珠
見
先
生

◎
挿
し
本
体
験
教
室

（
ワ
月
２
日
）

県
立
和
歌
山
さ
く
ら
支
援
学
校
よ
り
、

協
力
依
頼
が
あ
り
生
徒
７
名
が
参
加
し

て
、
挿
し
本
体
験
の
教
室
を
開
催
し
た
。

◎
ハ
ー
プ
の
苗
販
売
の
お
知
ら
せ

八
―
プ
の
苗
を
二
〇
〇
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

「

月

　

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン
ジ

教

室

レ

月

　

フ

ラ

ワ
ー

ア

レ

ン
ジ

教

室

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
摘
み
体
験
（５
月
２‐
日
）

ハ
ー
ブ
園
の
約
３
万
本
の
ラ
ベ
ン
ダ

は
５
月
に

満
開
に
な

り
ま
す
。

市
民
の

皆
さ
ん
に

ハ
ー
プ
を

よ
り
親
し

ん
で
い
た

だ
く
た
め
、

花
摘
み
体

験
を
行

い

ま
し
た
。

午

前

午
後

で
‐１４

1結字とベストあ書二た.8詳

事
務
局
へ
お
間

平
成
３。
年
度
の
事
業
実
績
は
、
一嗣
負

委
任
の
受
注
件
数
２
　
２
９
９
件
で
前

年
度
に
比
べ
科
件
の
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
契
約
金
額
は
　
約
２
６
７
万
円
増

の
１
６
９
，
８
３
７
　
０
６
８
円
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
の
目
標
達
成

に
向
け
、
「自
主

自
立

共
働

共
助
」

の
理
念
の
も
と
、
セ
ン
タ
ー

一
丸
と
な

っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

安全就業スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな J



和歌山市シルバー人材センター (6)

438人 l a6人

(3月 31日現在 )

契約金額 (千円)

23701    172307

平成 29年度 1     2373

平成 30句
=    2299

167164

169837

(3月 31日現在 )

シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
が
健
康

で
安
心
し
て

「働
く
」
こ
と
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
日
頃
か
ら
安
全
　
適
正
就
業

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
会
員

一
人
ひ

と
り
が
意
識
し
、
実
行
す
る
事
が
重
要

で
す
。
会
員
全
員
が
事
故
防
止
意
識
を

持
っ
て

「事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
安

全
就
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
　
適
正
就
業
委
員
会
に
お
い
て

は
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
安
全
講
習

開
催
、
事
故
者
の
事
情
聴
取
を
し
て
事

故
の
分
析
　
指
導
等
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
事
故
防
止
対
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

安
全
就
業
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基

本
で
す
。
特
に
傷
害
事
故
や
交
通
事
故

に
よ
り
重
篤
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の

こ
と
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
事
故
は

他
人
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
家
族
の
方
の
悲
し
み
は
、
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
安
全
心
得
１０
か
条

●
作
業
は
安
全
第

一
を
心
が
け
、
急

い
だ
り
、
あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。

（２
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

点
検
す
る
こ
と
。

●
服
装
　
履
物
は
作
業
に
合

っ
た
動

き
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

●
作
業
前
に
は
、
三
い
柔
軟
体
操
を

し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

６
諸
機
能
の
低
下
を
充
分
に
認
識
し
、

無
理
を
し
な
い
こ
と
。

０
作
業
現
場
は
常
に
整
理
整
頓
に
心

が
け
る
こ
と
。

●
共
同
作
業
で
は
、
合
図
　
連
絡
を

正
確
に
行
う
こ
と
。

３
酒
気
を
帯
び
て
の
就
業
は
、
絶
対

に
つ
つ
し
む
こ
と
。

Ｏ
健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康

な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
充
分
睡
眠
を
と

る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

◎
全
国
統

一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
２９
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
）

『事詢鋤颯　あせるな（一一幅〕^

気
を
抜
く
な
』

職
壽
〓
班
馬
本
至
議
開

催̈
　
　
　
　
長
）
一
一
・

平
成

３。
年
度
第

２
回

（
３
月

２７
日
蘭
饉

〈
Ｐ
和
元
年
度
第

１
回

（
６
月

２５
日
開
Ｅ

職
群

に
関
す

る
こ
と

に

つ
い
て
協
議

し
、
今
後

の
班
活
動

に
役
立

て
た
。

地
域
班
長
会
議
開
催

平
成
３。
年
度
第
２
回

（平
成
３‐
年
２
月
１３
日
開
催
）

令
和
元
年
度
第
１
回

（令
和
元
年
７
月
１８
Ｂ
開
催
）

令
和
元
年
度
第
―
回
地
域
班
長
会
議

で
班
長
不
在
の
班
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。

新
任
班
長
紹
介

●
城
北
地
区
　
島
　
　
英
夫

●
西
山
東
　
東
山
東
地
区

吉
田
　
曰日
博

入
会

説

明

会

は

、

原

則

と

し

て
偶

数

月

第

３

火

曜

日
午

前

Ю

時

か

ら

、

和

歌

安全就業スローガン「事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



(7) 和歌山市シルバー人材センター

入会説明会日程

8月 20 日 (火 )

]0月 16日  (水 )

]2月 ]7日 (火 )

令和 2年

2月 18日 (火 )

山
市
福
祉
交
流
館
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

人
会
資
格
は
、

市
内
に
在
住
し
て
い
る
６。
歳
以
上

の
方

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
う
ち
、
植
木
の

剪
定
や
草
刈
り
の
仕
事
は
発
注
か
ら
長

い
間
お
待
ち
い
た
だ
き
、
発
注
者
に
こ

迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
頭
の
痛

い
課
題
で
す
。
そ
こ

で
、
会
員
の
う
ち
で
植
木
の
剪
定
が
で

き
る
技
術
を
持
っ
た
方
や
夏
場
の
草
刈

り
も
で
き
る
頑
健
な
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
会

員
は
、
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
お
知
り
合

い
に
そ
の
よ
う
な

方
が

い
れ
ば
　
ぜ

ひ
入
会
を
お
誘
い
く

だ
さ
い
。

‐３
時
～
１６
時
　
※
雨
天
中
止

●
場
所

一
西
ノ
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
　
※
駐
車
場
完
備

０
参
加
費

一
（ブ
レ
ー
代
）
５。
円

当
日
集
金
　
Ｘ
フ
レ
ー
用
具
笙
料̈
）

０
申
込
先

一
各
地
域
班
長

０

申

込

期

間

一
■

月

―

日

～

１０

日

令
和
元
年
「
月
２
日
、
紀
〓
丼
寺
「は

や
し
」
に
於
い
て
会
員
懇
親
会
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
追
っ
て
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
皆
様
、
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

×
県
連
合
会
主
催
　
後
継
者
育
成
事
業

講
習
会
へ
協
力
、
後
継
者
の
育
成
を
目

的
と
し
た
植
木
剪
定
講
習
会
紀
北
第
２

ブ
ロ
ッ
ク

（和
歌
山
市
　
海
南
市
）
に

和
歌
山
市
の
会
員
が
２
月
１３
日
～
１５
日

ま
で
の
３
日
間
延
べ
２。
名
が
参
加
し
た
。

会
員
全
員
で
就
業
開
拓
を
し
ま
し
ょ

う
。

Ｏ
宛
名
書
き
　
賞
状
書
き
　
簡
単
な

事
務

０
建
物
管
理
　
施
設
管
理
　
駐
車

（駐
輪
）
場
管
理

０
簡
単
な
大
工
仕
事

ペ
ン
キ
塗
り

植
木
手
入
れ

０
草
刈
り
　
除
草

菫
月
掃

０
家
事
手
伝
い
　
留
守
番
　
介
護
補

助
●
パ
ソ
コ
ン
出
張
個
人
指
導

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

今
年
も
次
の
通
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

実
顔
で
、
こ
参
加
下
さ
い
。

０
開
催
日
時

一
――
月
２。
日

（水
）

就業報告書の提出は、就業された月

の翌月5日までが締め切りとなつてい

ます念 就業後すみやかに事務局に提

出してください。

まな トラカしになるケ■スもありま
すので 特別な事l晴がない限り、発注

者様に記入・押印してもらつてください。

会員の皆さんからの投稿を募集していま視

▽シルバーでの就業、講習などの感想 趣妹の話、旅行記、家族の話、

随筆、世相や社会問題などテーマ不問

▽俳句、川柳、短課 憲 写真、絵画等の作品など次回の1月号の締

め切りは、 11月 15日で幌 事務局まで原稿をお寄せください。また、

編集の協力をしていただける方や表紙写真を撮影してくF‐さる方を募

集していま軌 御意見、御要望などもあ寄せください。

安全就業スローガン 1事故防 卜、急ぐな、あせるな、気を抜くなJ



和歌山市シルバー人材センター (8)

S岬 脚 0
●シルバー人材センターとは…
0高年齢者ヽヽ くことを通して社会参カロをし 自らの生きがいの充実と健康の増進を
図るとともに活力ある地域社会作りに貢献することを目的として、法律により指定された

公益的な性格をもつ営利を目的としない団体です。

e/1量祠 ∫♀鼈鯨亀讐をあ鶉21M量
からお弓き受けし これを会員に提供するシステムになつています。

0会員か動いた仕事量に応じて「配分金」(シルバー派遣で働いた場合は「賃金Jとして)
をお支払いします。

0就業や収入の保障はありませんが 会員各人の体力 能力 希望に応した就業ができ
技能 技lllを高めるために各種の講習も実施しています。

入会

OЭ
ヽ
IV

●シルバ…人材センターのしくみ (請負)一

仕事の内容相談及び依頼

一

>

見積確認後、請負契約

醜基あξ孤
=>

×お客様と会員との間には ,片 関係はありましん.※ 請負や委IIでなしまないイナ当IA 労働派遣でォInす ることができます.

の仕事を登録

贄

9、 シル11‐A柑センタ‐では含員の増強キャンペ‐ン
「
18員 lA組含運動1を展開しています0

会員の皆様におかれましては、ご家族、ご近所、お友達等

お知り合いで、シルバー人材センターに入会の希望の方が

おられましたら、是非ご紹介をお願いいたします。

安全就業スローガン「事故防止、急く
｀
な、あせるな、気を抜くなJ


